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こ
れ
は
、
万
葉
集
巻
七
の
雑
歌
、
羅
旅
作
歌
九
十
首
（
二
六
一
～
一

二
五
○
）
の
中
に
含
ま
れ
、
旅
を
し
て
い
る
「
我
」
が
、
潮
の
早
さ
に
船

あ
ま

を
進
め
か
ね
て
磯
辺
に
居
る
と
、
自
分
は
旅
人
で
は
な
く
海
人
と
見
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
案
じ
る
歌
で
あ
る
。
第
三
句
原
文
「
入
潮
為
」
の

表
記
は
集
中
他
に
例
が
な
い
。
そ
の
訓
み
に
は
「
カ
ヅ
キ
す
る
」
「
ア
サ

リ
す
る
」
「
イ
ホ
リ
す
る
」
の
一
一
一
通
り
の
説
が
あ
り
、
諸
注
釈
書
は
第
三

句
「
入
潮
為
」
を
次
の
よ
う
に
訓
ん
で
い
る
。

は
じ
め
に

カ
ヅ
キ
す
る
↓
「
全
集
』
『
集
成
」
『
全
注
」
『
新
全
集
」
『
新
大
系
』

「
入
潮
為
」
（
万
葉
集
一
一
一
三
四
番
歌
）
の
訓
読
に
つ

し
ば
は
や
み

塩
早
一
二

わ
れ
を

和
礼
乎

“
…
…
Ｉ

礒
廻
荷
居
者
入
潮
為

（
巻
七
・
一
一
一
三
四
）

あ
ま
と
や
み
ら
ｂ

海
人
鳥
屋
見
濫

た
び
ゆ
く

多
比
由
久

あ
ま

問
題
の
第
一
二
句
「
入
潮
為
」
は
、
海
人
を
形
容
す
る
語
で
あ
る
。
ま
た
、

あ
ま

第
四
句
「
海
人
と
や
見
ら
む
」
は
官
人
の
旅
愁
を
い
う
表
現
と
－
し
て
知
ら

れ
る
。

カ
ヅ
キ
と
ア
サ
リ
は
共
に
魚
介
類
を
と
る
意
を
持
つ
語
で
あ
り
、
問
題

あ
ま

の
歌
と
同
じ
／
、
「
海
人
」
と
共
に
詠
ま
れ
る
用
例
も
集
中
に
確
認
で
き
る
。

一
方
、
イ
ホ
リ
に
は
漁
を
す
る
意
は
な
く
、
草
や
木
で
粗
末
な
家
を
つ
く
っ

て
住
む
こ
と
を
表
し
、
カ
ヅ
キ
、
ア
サ
リ
と
比
べ
て
み
て
も
水
・
海
の
イ

あ
ま

メ
ー
ジ
が
薄
い
。
加
え
て
イ
ホ
リ
に
は
、
「
海
人
」
し
」
共
に
詠
ま
れ
る
例

が
集
中
に
な
く
、
候
補
か
ら
外
し
て
良
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
集
中
の
カ
ヅ
キ
と
ア
サ
リ
の
用
例
、
そ
し
て
こ
こ
で
問
題
と

す
る
一
一
一
三
四
番
歌
の
類
歌
に
つ
い
て
考
察
し
、
カ
ヅ
キ
と
ア
サ
リ
の
ど

『
釈
注
」

・
ア
サ
リ
す
る
↓
『
大
系
」
「
注
釈
」

・
イ
ホ
リ
す
る
↓
『
私
注
』

い
て

阿

部

美
菜
子

２
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｢入潮為」（万葉集一二三IIL１番歌）の訓読について

ち
ら
が
問
題
の
歌
の
訓
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
お
Ｙ
万
葉
集
の
原
文
、
訓
読
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
（
岩
波

書
店
）
に
拠
っ
た
。

注
釈
書
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
を
も
っ
て
第
三
句
「
入
潮
為
」
を
訓
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
具
体
的
に
示
そ
う
。

◆
ア
サ
リ
…
「
注
釈
」
よ
り
引
用

◆
カ
ヅ
キ
…
『
全
注
』
よ
り
引
用

カ
ヅ
キ
の
原
文
「
入
潮
」
は
「
潮
二
入
ル
」
意
の
漢
文
的
表
記
。
「
潮
」

は
名
義
抄
に
「
ウ
シ
ホ
、
ア
サ
シ
ホ
、
シ
ホ
」
と
す
る
よ
う
に
、
海

水
、
潮
流
の
意
で
あ
る
か
ら
「
入
潮
」
は
海
水
の
中
に
潜
り
入
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
カ
ヅ
キ
（
元
）
が
正
し
い
。
ア
サ
リ

（
類
）
と
も
よ
ま
れ
る
が
、
ど
う
か
。
略
解
に
引
く
宣
長
説
は
「
朝

入
」
の
誤
り
と
す
る
が
、
こ
の
「
潮
」
は
「
湖
」
に
誤
る
（
元
・
紀
）

も
の
は
あ
っ
て
も
、
「
朝
」
と
す
る
写
本
は
な
く
、
誤
字
の
上
に
さ

ら
に
二
字
の
前
後
が
い
れ
か
わ
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
は
、
困
難
で

あ
る
。
「
朝
入
」
な
ら
ば
借
訓
で
ア
サ
リ
と
よ
め
る
（
一
一
六
七
、

一
一
八
六
、
一
二
一
八
）
が
、
「
入
潮
」
で
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

「
入
潮
」
を
元
、
古
（
三
・
三
八
ウ
）
、
細
、
西
に
カ
ヅ
キ
と
あ
り
、

類
（
十
三
・
’
○
五
）
、
紀
、
陽
そ
の
他
ア
サ
リ
と
あ
る
。
考
に
「
潮

に
入
と
書
た
る
は
か
つ
ぎ
と
訓
べ
き
也
」
と
い
ひ
、
略
解
に
「
宣
長

カ
ヅ
キ
説
と
ア
サ
リ
説

カ
ヅ
キ
説
は
「
入
潮
」
を
「
潮
（
海
水
・
潮
流
）
に
入
る
」
つ
ま
り
「
海

中
に
潜
る
」
意
と
捉
え
て
カ
ヅ
キ
と
訓
み
、
ア
サ
リ
説
を
表
記
の
面
か
ら

否
定
し
て
い
る
。
ア
サ
リ
説
は
古
写
本
に
ア
サ
リ
と
あ
る
こ
と
を
示
し
、

「
朝
入
」
を
ア
サ
リ
と
訓
む
用
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
入
潮
」
を
「
朝
入
」

の
誤
り
と
し
て
ア
サ
リ
と
訓
ん
で
い
る
。

「
入
潮
」
を
「
潮
に
入
る
」
と
解
釈
す
る
と
、
水
に
潜
る
こ
と
の
他
、

船
で
漕
ぎ
出
し
て
行
く
こ
と
や
海
辺
に
打
ち
寄
せ
る
波
の
中
に
入
っ
て
い

く
こ
と
等
も
「
潮
に
入
る
」
意
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
全
注
』
の

よ
う
に
潜
水
漁
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
ア
サ
リ
説
の
「
入
潮
」
を
「
朝
入
」
の
誤
り
と
す
る
こ
と
も
「
全

注
」
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
誤
字
に
加
え
て
文
字
の
転
倒
と
い
う
の

で
は
、
や
は
り
納
得
の
い
く
も
の
と
は
言
え
な
い
。

訓
の
候
補
は
カ
ヅ
キ
と
ア
サ
リ
の
二
訓
で
あ
る
。
で
は
、
集
中
で
こ
の

二
語
は
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
比
較
し

た
い
。 は
、
入
潮
は
朝
入
の
誤
に
て
、
あ
さ
り
す
る
な
ら
む
と
言
へ
り
」
と

あ
る
。
「
朝
入
」
の
例
（
’
’
六
七
、
一
一
八
六
、
一
二
一
八
）
は

い
く
つ
も
あ
る
が
、
「
入
潮
」
は
こ
こ
一
例
の
み
で
、
ア
サ
リ
と
訓

ア
サ
リ
ス
ル
ヒ
ト
ト
ヲ
ミ

む
事
少
し
義
訓
に
過
ぎ
る
や
う
で
あ
る
が
「
朝
入
爲
流
「
人
跡
乎
見

マ
セ

座
」
（
九
・
一
七
一
一
七
）
な
ど
の
例
に
よ
り
ア
サ
リ
と
訓
む
く
き
で

あ
ら
う
か
。

ニ
カ
ヅ
キ
と
ア
サ
リ
の
用
例
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立
た
ず
と
も
（
巻
七
・
一
一
一
五
三
）

④
大
船
に
梶
し
も
あ
ら
な
む
君
な
し
に
梛
訓
則
Ｎ
ｕ
Ｍ
Ｎ
（
潜
為
八
方
）
波

か
ぢ

立
た
ず
と
も
（
巻
七
・
一
一
一
五
四
）

⑤
海
神
の
手
に
巻
き
持
て
る
玉
ゆ
ゑ
に
磯
の
禰
妙
に
》
腓
引
引
別
（
潜
為
）

わ
た
つ
み

か
も
（
巻
七
・
一
一
二
○
一
）

⑥
海
神
の
持
て
る
白
玉
見
ま
く
帥
り
飛
脇
そ
徴
り
し
鰍
罰
引
引
別
（
潜
為
）

わ
た
つ
み

あ
ま

海
人
は
（
巻
七
・
一
一
二
○
一
一
）

⑦
剛
剴
引
別
別
（
潜
為
）
榊
作
は
告
（
の
）
れ
ど
も
海
神
の
心
を
得
ね
ば
見

わ
た
つ
み

ゆ
と
い
は
な
く
に
（
巻
七
・
一
一
二
○
一
一
一
）

の

⑧
底
清
み
沈
け
る
玉
を
見
ま
く
欲
（
ほ
）
り
千
（
ち
）
度
（
た
び
）
そ
止
口

价
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ

あ
ま

り
し
潜
き
す
る
（
潜
為
）
海
人
は
（
巻
七
・
’
一
二
一
八
）

⑨
伊
勢
の
海
人
の
朝
な
夕
な
に
》
聯
Ⅲ
（
潜
）
と
い
ふ
鞄
の
貝
の
片
思
に
し

あ
ま

あ
は
び
か
た
も
ひ

て
（
巻
十
一
・
一
一
七
九
八
）

◆
人
が
動
作
の
主
体
に
な
る
例

①
…
野
島
の
海
人
の
海
の
底
沖
つ
い
く
り
に
蝿
避
さ
は
に
梛
割

の
し
ま
あ
ま
わ
た
お
き

卜
ふ
れ
な

出
（
潜
出
）
船
並
め
て
…
（
巻
六
・
九
一
一
一
一
一
一
）

う
へ
つ
ま
ざ

嬢
わ
隣
‐
ｌ
ト
ー

②
磯
の
上
に
爪
木
折
り
焚
き
汝
が
た
め
と
我
が
潜
き
来
し
（
潜
来
之
）
沖

つ
白
玉
（
巻
七
・
一
一
一
○
三
）

③
鍵
澱
の
覗
勵
鱗
の
榊
作
は
猟
な
し
に
梛
割
Ⅲ
汕
引
切
矧
（
潜
者
莫
為
）
波

（
ご
カ
ヅ
キ
の
用
例

か
づ

四
段
動
詞
「
潜
く
」
の
用
例
は
全
部
で
十
九
首
一
一
十
例

数
え
る
。
原
文
表
記
は
、
仮
名
書
き
の
例
を
除
い
て
全
て

で
あ
る
。

（
①
～
⑲
）
を

「
潜
」
字
表
記

◆
鳥
が
動
作
の
主
体
に
な
る
例

ま
が
り
は
な
と
り

側
１
１

⑯
島
の
宮
勾
の
池
の
放
ち
鳥
人
目
に
赤
心
ひ
て
池
に
潜
か
ず
（
不
潜
）
（
巻

二
・
一
七
○
）

⑰
人
漕
が
ず
あ
ら
く
も
饗
し
梛
割
洲
馴
（
潜
為
）
徽
辮
と
た
か
く
と
船
の

。
」

、
リ
ヘ

上
に
住
む
（
巻
一
二
・
一
一
五
八
）

⑱
に
ほ
腓
の
榊
Ⅱ
（
潜
）
仙
拙
心
あ
ら
ば
君
に
碑
が
恋
ふ
る
心
示
さ
ね
（
巻

四
・
七
一
一
五
）

⑲
紫
の
粉
概
の
海
に
齢
Ⅱ
（
潜
）
鳥
避
灘
剖
叶
脚
（
潜
出
者
）
わ
が
玉
に

せ
む
（
巻
十
六
・
一
一
一
八
七
○
）

⑩
榊
爬
概
論
梛
割
刺
別
（
潜
取
）
と
い
ふ
忘
れ
貝
よ
に
も
忘
れ
じ
妹
が
姿

い
も

は
〈
巻
十
一
一
・
一
二
○
八
四
）

⑪
耳
無
の
池
し
恨
め
し
瀕
術
系
が
来
つ
つ
灘
洲
剛
（
潜
者
）
水
は
脚
れ
な

ふ
み
な
し

む
（
巻
十
六
・
一
二
七
八
八
）

⑫
大
船
に
小
舟
引
き
添
へ
潜
く
（
可
豆
久
）
と
も
淑
静
の
撒
雌
に
聯
創
遡

を
ぶ
れ
隣
ｌ

刷
訓
回
引
刊
（
潜
将
相
八
方
）
（
巻
十
六
・
一
二
八
六
九
）

す
ず
錫
霞
ふ
か
み
＃
１
１
１

⑬
珠
洲
の
海
人
の
沖
っ
御
神
に
い
渡
り
て
潜
き
取
る
（
可
都
伎
等
流
）
と

あ
は
び
た
ま

い
ふ
飽
玉
・
・
・
（
巻
十
八
・
四
一
○
一
）

”
僧
ｌ

あ
は
び
た
士

や

⑭
沖
っ
島
い
行
き
渡
り
て
漕
ぐ
（
可
豆
久
）
ち
ふ
飽
玉
も
が
包
み
て
道
ら

む
（
巻
十
八
・
四
一
○
三
）

⑮
…
静
幹
の
榊
州
の
灘
割
刷
馴
〈
潜
取
）
と
い
ふ
白
玉
の
…
（
巻
十
九
・

四
一
六
九
）

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
カ
ヅ
キ
は
「
人
」
と
「
鳥
」
の
両
方
が
動
作
の

主
体
と
な
り
得
る
。

４
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｢入潮為」（万葉集一二三|ﾉﾘ番歌）の訓読について

人
が
動
作
の
主
体
と
な
る
十
五
例
（
①
～
⑮
）
の
う
ち
、
⑪
と
⑫
は
そ

れ
ぞ
れ
「
池
に
身
を
沈
め
る
」
、
。
海
で
亡
く
な
っ
た
）
夫
に
逢
い
た
い

あ
ま

気
持
ち
か
ら
海
に
潜
る
」
一
」
と
を
表
し
て
お
り
、
「
海
人
」
や
「
漁
」
と

あ
士

は
関
係
が
な
い
。
こ
の
一
一
例
を
除
い
た
十
一
二
例
は
「
海
人
」
が
水
中
に
潜か
づ

る
こ
と
、
あ
る
い
は
潜
っ
て
海
産
物
を
と
る
一
」
と
を
詠
ん
で
い
る
が
、
「
潜

あ
ま

く
」
を
「
海
人
」
の
生
業
と
し
て
描
い
て
い
る
歌
は
①
の
一
例
の
み
で
あ

あ
ま

る
。
仮
に
問
題
の
歌
を
「
カ
ヅ
キ
す
る
」
と
訓
む
と
す
る
と
、
「
海
人
」

が
職
業
と
し
て
水
中
に
潜
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
問
題
の
歌
の

か
づ

歌
意
と
一
致
す
る
形
で
「
潜
く
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
①
の
み
で
あ
り
、

こ
の
他
の
十
二
例
に
は
寓
意
が
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

あ
ま

②
は
「
海
人
」
の
潜
水
と
い
う
辛
く
危
険
な
行
為
を
旅
人
自
ら
が
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
歌
う
こ
と
で
、
恋
し
い
人
へ
の
思
い
を
強
調
し
て
い
る
。

③
、
④
は
問
答
歌
で
あ
る
が
、
『
全
注
」
に

海
人
の
保
護
者
の
立
場
で
、
「
吾
れ
な
し
に
」
危
険
な
潜
き
は
す
る

な
と
歌
い
か
け
る
歌
。
「
潜
き
」
を
相
手
の
異
性
が
浮
気
（
漁
色
）

す
る
こ
と
を
寓
意
し
た
も
の
と
す
る
見
方
も
で
き
る
。

と
あ
る
よ
う
に
他
の
注
釈
書
に
お
い
て
も
解
釈
が
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の

歌
意
は
定
か
で
は
な
い
。

⑤
～
⑧
は
玉
に
寄
す
讐
楡
歌
で
あ
り
、
「
海
神
」
を
「
親
」
、
「
玉
」
を

あ
ま

「
そ
の
娘
」
、
「
海
人
」
を
「
親
が
大
切
に
し
て
い
る
女
性
に
恋
焦
が
れ
る

あ
ま

男
性
」
に
臂
え
、
「
海
人
」
が
「
潜
き
す
る
」
こ
と
を
「
思
い
を
寄
せ
る

女
性
を
手
に
入
れ
よ
う
と
苦
労
す
る
こ
と
」
と
し
て
詠
む
。

ま
た
、
「
鉋
」
や
「
忘
れ
貝
」
、
「
玉
」
（
表
現
は
異
な
る
が
同
じ
種
類
の

貝
と
思
わ
れ
る
）
は
「
恋
し
い
人
」
「
会
い
た
い
人
」
に
臂
え
ら
れ
る
他
、

そ
の
形
状
が
片
貝
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
片
恋
」
の
警
愉
と
し
て

◆
人
が
動
作
の
主
体
に
な
る
例

あ
ま

④
刻
割
川
引
引
劉
（
阿
佐
里
須
流
）
海
人
の
子
ど
も
と
人
は
一
一
一
一
口
へ
ど
見
る
に

知
ら
え
ぬ
う
ま
ひ
と
の
子
と
（
巻
五
・
八
五
三
）

わ

⑧
詞
割
引
川
引
（
朝
入
為
）
と
磯
に
我
が
見
し
な
の
り
そ
を
い
づ
れ
の
島
の

あ
ま

海
人
か
刈
り
け
む
（
巻
七
・
’
一
一
ハ
セ
）

あ
正
を
と
め

こ
ろ
も
ほ

ｏ
詞
割
引
Ⅵ
引
引
（
朝
入
為
流
）
海
人
娘
子
ら
が
袖
通
り
濡
れ
に
し
衣
干

か
わ

せ
ど
乾
か
ず
（
巻
七
・
一
一
八
六
）

く
ろ
う
し
く
れ
な
ゐ
…
Ｉ

Ｃ
黒
牛
の
海
紅
に
ほ
ふ
も
も
し
き
の
大
宮
人
し
あ
さ
り
す
ら
し
も
（
朝

入
為
良
霜
）
（
巻
七
・
一
一
二
八
）

三
）
ア
サ
リ
の
用
例

ア
サ
リ
の
表
記
は
仮
名
書
き
の
例
を
除
く
と
、
「
朝
入
」
と
「
求
食
」

の
二
種
類
で
あ
る
。
カ
ヅ
キ
と
同
様
、
動
作
の
主
体
と
し
て
人
と
鳥
の
両

方
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
が
漁
を
す
る
場
合
は
「
朝
入
」
、
鳥

が
餌
を
探
す
場
合
は
「
求
食
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

も
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
「
鞄
」
は
潜
水
漁
に
よ
っ
て
採
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
動
詞
「
潜
く
」
は
「
鉋
」
や
「
忘
れ
貝
」
を
導
く
為
に
用
い
ら
れ
て

い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

か
づ

あ
土

以
上
の
よ
う
に
「
潜
く
」
を
「
海
人
」
の
生
業
と
し
て
描
い
た
歌
は
一

例
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
は
主
に
恋
を
歌
っ
た
歌
に
お
い
て
讐
嶮
的
に
用

あ
ま

い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
カ
ヅ
キ
の
用
例
は
「
海
人
」
特
有
の
職
能

や
身
分
の
卑
賎
さ
を
表
す
と
い
う
よ
り
は
、
「
手
に
入
れ
難
い
も
の
を
手

に
入
れ
よ
う
と
苦
心
す
る
行
為
」
を
い
う
轡
楡
表
現
と
し
て
集
中
に
存
在

し
て
い
る
。
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◆
鳥
が
動
作
の
主
体
に
な
る
例

熨
…
１
１
…

⑰
草
香
江
の
入
江
に
あ
さ
る
（
求
食
）
蔵
鶴
の
あ
な
た
づ
た
づ
し
友
な
し

に
し
て
（
巻
四
・
五
七
五
）

：
；
と
Ｉ

や
ま
と

ｏ
朝
に
は
海
辺
に
あ
さ
り
し
（
安
左
里
為
）
夕
さ
れ
ば
大
和
へ
越
ゅ
る

か
り

雁
し
と
も
し
も
（
巻
六
・
九
五
四
）

「
た
づ

お
の

⑪
夕
な
ぎ
に
あ
さ
り
す
る
（
求
食
為
）
鶴
潮
満
て
ば
沖
波
高
み
己
が
妻
呼

ぶ
（
巻
七
・
二
六
五
）

た
づ

お
の
づ
ま

①
矧
創
川
引
（
求
食
為
）
と
磯
に
住
む
鶴
明
け
さ
れ
ば
浜
風
寒
み
己
妻
呼

ぶ
も
（
巻
七
・
二
九
八
）

き
ざ
し
つ
ま
ご
お
の

①
春
の
野
に
劃
割
引
（
安
佐
留
）
錐
の
妻
恋
ひ
に
己
が
あ
た
り
を
人
に

知
れ
つ
つ
（
巻
八
・
一
四
四
六
）
■

お
く
あ
ひ
だ

⑪
鴨
す
ら
も
己
が
妻
ど
ち
あ
さ
り
し
て
（
求
食
為
而
）
後
る
る
間
に
恋
ふ

と
い
ふ
も
の
を
（
巻
十
二
・
三
○
九
一
）

よ

①
ぬ
ば
た
ま
の
夜
は
明
け
ぬ
ら
し
玉
の
浦
に
あ
さ
り
す
る
（
安
佐
里
須

た
づ

流
）
鶴
鳴
き
渡
る
な
り
（
巻
十
五
・
一
二
五
九
八
）

お
き
へ
Ｉ
Ｌ

⑭
沖
辺
よ
り
潮
満
ち
来
ら
し
可
良
の
浦
に
あ
さ
り
す
る
（
安
佐
里
須
流
）

た
づ

鶴
鳴
き
て
騒
き
い
（
巻
十
五
・
一
二
六
四
一
一
）

…
…
１
腱
‐

し
ほ
み

⑰
…
射
水
川
湊
の
渚
鳥
朝
な
ぎ
に
潟
に
あ
さ
り
し
（
安
佐
里
之
）
潮
満

て
ば
僻
呼
び
か
は
す
と
も
し
き
に
…
（
巻
十
七
・
一
一
一
九
九
三
）

な
ご
し
ば
ひ

た
づ

◎
奈
呉
の
海
に
潮
の
は
や
千
ば
刻
割
川
ｕ
（
安
佐
里
之
）
に
出
で
む
と
鶴

は
今
そ
鳴
く
な
る
（
巻
十
八
６
四
○
三
四
）

⑰
荊
馴
引
川
引
引
（
朝
入
為
流
）
人
と
を
見
ま
せ
草
枕
旅
行
く
人
に
我
が
名

の

は
生
ロ
ら
じ
（
巻
九
・
一
七
一
一
七
）

人
が
動
作
の
主
体
と
な
る
④
～
⑪
五
例
の
う
ち
臂
愉
歌
は
⑧
の
一
例
の

み
で
、
そ
の
他
四
例
は
作
者
が
旅
の
途
中
に
目
に
し
た
風
景
や
居
合
わ
せ

あ
ま

た
場
面
を
詠
ん
で
い
る
。
特
に
④
は
「
あ
さ
り
す
る
海
人
」
を
み
す
ぼ
ら

あ
ま

し
く
、
卑
下
す
る
対
象
と
し
て
詠
み
、
「
旅
人
」
が
「
海
人
」
と
見
誤
ら

れ
る
こ
と
を
不
満
に
思
う
問
題
の
歌
の
歌
意
と
合
致
す
る
。
④
の
詳
細
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

④
は
、
松
浦
川
（
佐
賀
県
東
松
浦
郡
玉
島
川
）
を
訪
れ
た
旅
人
と
娘
子

達
の
贈
答
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
題
詞
で
、
「
仙
女
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
の
旅
人
の
問
い
か
け
に
、
釣
り
を
す
る
美
し
い
娘
達
は
「
児
等

ざ
よ
・
か
い
へ

さ
う
あ
ん
い
や
も
の

是
』
し
」

は
漁
夫
の
舎
の
児
、
草
番
の
微
し
き
者
な
り
。
郷
も
な
く
家
も
な
し
。
何

あ

ぞ
称
げ
云
ふ
に
足
ら
む
や
。
」
と
答
え
て
い
る
。
そ
の
娘
子
達
の
一
一
一
一
口
葉
を

あ
ま

承
け
、
④
は
「
あ
さ
り
す
る
海
人
の
子
供
だ
と
あ
な
た
（
仙
女
）
は
一
一
一
口
う

け
れ
ど
、
一
目
見
て
わ
か
り
ま
し
た
。
高
貴
な
方
の
お
子
で
あ
る
と
」
と

歌
う
。つ
ま
り
、
④
に
よ
っ
て
ざ
よ
・
か
い
へ
』
。
」
う
あ
ん
い
や

【
題
詞
］
「
児
等
は
漁
夫
の
舎
の
児
、
草
蓄
の
微
し
き
者
な
り
。
・
・
・
」

｜｜

あ
ま

【
本
文
】
「
あ
さ
り
す
る
海
人
」

の
等
式
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
カ
ヅ
キ
と
ア
サ
リ
の
用
例
を
確
認
し
、
次
の
点
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

眉
’

。
「
海
人
」
と
共
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
（
カ
ヅ
キ
↓
十
五
例
中
九

例
、
ア
サ
リ
↓
五
例
中
三
例
）

６
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｢入潮為」（万葉集一二三四番歌）の訓読について

問
題
の
歌
は
警
楡
歌
で
は
な
く
、
旅
の
景
色
を
歌
っ
て
い
る
。
し
か
も

あ
ま

「
旅
人
」
が
「
海
人
」
と
見
ら
れ
る
事
へ
の
不
満
を
表
明
す
る
こ
の
場
面

あ
ま

で
は
、
「
カ
ヅ
キ
す
る
」
よ
ｎ
も
「
ア
サ
リ
す
る
」
の
ほ
う
が
「
海
人
」

の
形
容
と
し
て
適
当
で
あ
る
。

．
「
人
」
、
「
鳥
」
の
両
方
が
そ
の
動
作
の
主
体
と
な
り
得
る
こ
と
。

・
人
が
動
作
の
主
体
と
な
る
場
合
、
訓
字
表
記
が
カ
ヅ
キ
で
は
「
潜
」
、

ア
サ
リ
で
は
「
朝
入
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

阿
脚
闇
畑
ま
き
あ
ま

Ｐ
「
海
人
」
が
「
潜
く
」
こ
と
を
歌
っ
た
十
一
一
一
例
の
う
ち
、
「
海
人
」

の
漁
師
と
し
て
の
営
み
を
歌
っ
た
例
は
一
例
の
み
で
あ
り
、
十
二
例

は
全
て
臂
楡
歌
で
あ
る
こ
と
。
ア
サ
リ
を
含
む
歌
は
カ
ヅ
キ
と
は
逆

に
、
五
例
中
一
例
の
み
が
讐
愉
歌
で
、
四
例
は
旅
の
風
景
を
詠
む
。

あ
ま

・
ア
サ
リ
の
用
例
⑧
と
そ
の
題
詞
か
ら
「
あ
さ
り
す
る
海
人
」
が
卑
賎

あ
ま
う
ま
ひ
と

な
者
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
、
「
海
人
」
と
「
貴
人
」
を
対
比

さ
せ
る
こ
と
で
よ
り
身
分
の
違
い
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
カ
ヅ
キ
の

あ
ま

用
例
に
お
い
て
「
海
人
」
の
身
分
が
表
面
に
出
て
く
る
こ
と
は
な
い
。

・
カ
ヅ
キ
は
、
得
難
い
物
を
得
よ
う
と
苦
心
す
る
事
を
い
う
瞥
楡
表
現

あ
王

で
あ
り
、
ア
サ
リ
は
海
人
の
生
態
や
職
能
を
表
現
す
る
と
共
に
、
そ

の
卑
賎
さ
を
強
調
す
る
語
で
あ
る
。

三
類
歌

…
脅
え
１
１
１
ト
ー
あ
鑿

⑦
荒
た
へ
の
藤
江
の
浦
に
す
ず
き
釣
る
海
人
と
か
見
ら
む
旅
行
く
わ

れ
を
（
巻
三
・
二
五
二
）

注
釈
書
に
よ
っ
て
も
少
し
ず
つ
記
述
に
違
い
が
あ
る
が
、
問
題
の
歌
④

に
は
類
歌
の
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
歌
が
右
に
示
し
た
通
り
複
数
み

ら
れ
る
。

⑦
は
人
麻
呂
作
、
①
は
人
麻
呂
歌
集
歌
と
さ
れ
、
⑤
国
三
④
に
は
作
者
の

記
載
は
な
い
。

③
は
天
平
八
年
（
七
三
六
年
）
遣
新
羅
使
人
歌
で
あ
り
、
⑦
の
異
伝
と

さ
れ
、
互
い
の
左
注
に
も
記
述
が
あ
る
。

問
題
の
歌
④
を
軸
に
し
て
見
る
と
歌
番
号
の
近
い
⑦
と
は
ミ
語
法
か
ら

あ
ま

「
已
然
形
十
ば
」
の
確
定
条
件
節
へ
と
続
き
、
第
四
句
で
「
海
人
と
や
（
か
）

あ
ま

見
ら
む
」
と
詠
む
点
で
共
通
し
て
い
る
。
、
に
は
「
～
す
る
海
人
」
と
い

あ
ま

つ
り

う
形
で
の
「
海
人
」
の
形
容
は
見
ら
れ
な
い
が
、
結
句
の
「
釣
も
せ
な
く

い
は
し
ろ

－
本
に
云
く
、
「
［
ロ
た
へ
の
藤
江
の
浦
に
い
ざ
り
す
る
」
と
い

ふ
。

（
山
緋
洲
馴
Ⅲ
。
榊
岬
と
か
見
ら
む
飽
の
浦
の
清
き
荒
磯
を
見
に
来
し
我

あ
く
う
ら
あ
り
そ
こ
わ
れ

を
（
巻
七
・
’
一
八
七
）か
き
の
も
と
の
あ
ぞ
み
ひ
と
ま
ろ
か
し
ふ
い

右
の
一
首
は
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
歌
集
に
出
づ
。

あ
を
み
あ
ま

ｂ
ｍ
ｗ
－
Ｉ
ｌ
－
１
－
－

⑰
浜
清
み
磯
に
我
が
居
れ
ば
見
む
人
は
海
人
と
か
見
ら
む
釣
ｊ
ｂ
せ
な

く
に
（
巻
七
・
一
二
○
四
）

…
Ｌ

わ
れ

④
潮
速
み
磯
廻
に
居
れ
ば
□
□
□
す
る
海
人
と
や
見
ら
む
旅
行
／
、
我

を
（
巻
七
・
一
二
一
一
一
四
）

ふ
ぢ
え

わ
れ

（
、
〉
日
た
へ
の
藤
江
の
浦
に
Ⅶ
囹
司
川
制
引
創
榊
州
と
や
見
ら
む
旅
行
く
我

を
（
巻
十
五
・
一
一
一
六
○
七
）

い
は

柿
本
朝
臣
人
麻
ロ
ロ
の
歌
に
曰
く
、
「
荒
た
へ
の
」
と
い
ひ
、
ま

た
曰
く
、
「
す
ず
き
釣
る
海
人
と
か
見
ら
む
」
と
い
ふ
。
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に
」
が
同
等
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
⑥
の
よ
う
に
「
浜
清
み
」
と
詠
ん
だ
歌

は
集
中
に
複
数
確
認
で
き
る
が
、
「
潮
速
み
」
は
＠
の
み
の
表
現
で
あ
る
。

あ
ま

わ
れ

さ
て
、
問
題
の
歌
④
の
下
の
句
「
海
人
と
や
見
ら
む
旅
行
く
我
を
」
は
、

疑
問
の
助
詞
「
か
」
と
「
や
」
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
人
麻
呂
作
歌
⑦

あ
ま

と
そ
の
異
伝
①
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
第
一
二
句
に
「
海
人
」

を
形
容
す
る
表
現
が
詠
み
込
ま
れ
、
「
～
す
る
海
人
」
と
続
い
て
い
く
形

式
も
酷
似
し
、
ま
る
で
⑦
と
①
に
割
っ
て
入
る
よ
う
に
④
が
存
在
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
ｅ
の
類
歌
の
一
つ
で
あ
る
⑦
と
そ
の
異
伝
と
さ
れ
る
⑦
に

着
目
し
た
い
。

⑦
に
は
人
麻
呂
作
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
①
に
は
作
者
名
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。
⑦
は
遣
新
羅
使
人
歌
で
あ
り
、
年
代
の
記
載
天
平
八
年
（
七

三
六
年
）
）
が
み
ら
れ
る
と
い
う
点
か
ら
、
⑦
が
人
麻
呂
の
原
作
で
時
代

を
経
て
⑦
に
歌
い
変
え
ら
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

あ
ま

「
海
人
」
に
つ
い
て
、
⑦
の
人
麻
呂
作
歌
で
「
す
ず
き
釣
る
」
と
す
る

の
に
対
し
、
④
は
「
い
ざ
り
す
る
」
と
し
て
い
る
。
「
い
ざ
り
す
る
」
は

や
は
り
魚
介
類
を
と
る
意
を
持
つ
。
「
す
ず
き
釣
る
」
が
非
常
に
具
体
的

で
あ
る
の
に
対
し
、
「
い
ざ
り
す
る
」
は
か
な
り
広
く
一
般
的
な
表
現
で

あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
「
釣
り
」
と
「
い
ざ
り
」
が
対
応
関
係
に
あ
る
例
は
、
巻

六
の
山
部
赤
人
の
長
歌
と
そ
の
反
歌
に
も
み
ら
れ
る
。

ふ
ぢ
ゐ
し
け
，
１
－
１
１
あ
ま
ぶ
れ

〔
長
歌
〕
…
あ
ら
た
へ
の
藤
井
の
浦
に
鮪
釣
る
と
海
人
船
騒
き
・
：
（
巻
六

・
九
三
八
）
へ
な
み
Ⅲ
膿
ト
ー
ー
ー
ー
ふ
ぢ
え

〔
反
歌
〕
沖
つ
波
辺
波
静
け
み
漁
ｈ
り
す
と
藤
江
の
浦
に
船
そ
騒
け
る
（
巻

六
・
九
三
九
）

反
歌
は
長
歌
の
意
を
反
復
・
補
足
あ
る
い
は
要
約
す
る
も
の
で
あ
り
、

題
詞
も
ま
た
、
和
歌
の
前
書
き
と
し
て
そ
の
歌
の
趣
意
を
伝
え
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
発
想
の
似
て
い
る
類
歌
間
で
表
現
を
変
え
る
こ
と
と
よ
く
似

て
い
る
。

よ
っ
て
、
人
麻
呂
作
歌
⑦
「
す
ず
き
釣
る
」
が
①
で
「
い
ざ
り
す
る
」

へ
と
転
換
し
た
よ
う
に
、
⑦
の
「
す
ず
き
釣
る
」
が
類
歌
で
あ
る
問
題
の

歌
＠
で
「
あ
さ
り
す
る
」
に
歌
い
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
表
現
の
変
化
と
し

て
順
当
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
「
釣
り
」
と

「
か
づ
き
」
の
間
で
の
転
換
は
一
例
も
見
ら
れ
な
い
。

用
例
に
続
き
、
類
歌
の
点
か
ら
見
て
も
④
を
ア
サ
リ
と
訓
む
こ
と
に
問

題
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
イ
ザ
リ
と
ア
サ
リ
が
類
義
語
な
の
で
あ
れ
ば
、
問
題
の
第
三

句
は
「
イ
ザ
リ
す
る
」
と
訓
ん
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
新
た
な

イ
ザ
リ
と
ア
サ
リ
は
共
に
漁
を
す
る
意
を
持
つ
類
義
語
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
「
釣
り
」
と
「
い
ざ
り
」
の
表
現
の
変
化
と
同
じ
く
、
「
釣
り
」
と

「
あ
さ
り
」
が
対
応
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
実
際

に
集
中
に
そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ざ
ざ
た
ま
し
ま
ふ
ち

た
ち
ま
ち

〔
題
詞
〕
…
柳
か
に
玉
島
の
潭
に
臨
み
て
遊
覧
す
る
．
を
以
て
、
忽
ち
に

旧
咋
に
－
－
－
Ｐ
－
－
ｌ
を
と
め
ら
あ

好
》
よ
ふ
い
へ

魚
を
釣
る
女
子
等
に
値
ひ
き
。
〈
中
略
〉
「
児
等
は
漁
夫
の
舎
の

さ
う
あ
ん
い
や
も
の
ざ
と

児
へ
草
蓄
の
微
し
き
者
な
り
。
郷
も
な
く
家
も
な
し
。
」
…

ｌ

〔
本
文
〕
あ
さ
り
す
る
海
夫
の
子
ど
も
と
人
は
一
一
一
一
口
へ
ど
見
る
に
知
ら
え

ぬ
う
ま
ひ
と
の
子
と
（
巻
五
・
八
五
三
）

８
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｢入潮為」（万葉集一二三四番歌）の訓読について

右
の
三
首
か
ら
、
イ
ザ
リ
と
歌
う
場
合
に
は
比
較
的
波
が
静
か
で
穏
や
か

な
状
況
で
漁
を
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
⑪
～
⑬
に
加
え
て
、
次
の
④
～
⑦
を
み
る
と
、

ヨ

船
L＿＿

や

疑
問
が
生
じ
る
。

そ
こ
で
、
イ
ザ
リ
の
用
例
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

④
山
の
は
に
月
憾
げ
ば
Ⅶ
劃
刊
訓
訂
副
（
伊
射
里
須
流
）
海
人
の
灯
火

あ
ま
と
も
し
び

｛
附
市
な
づ
さ
ふ
（
巻
十
五
・
一
一
一
六
一
一
一
一
一
）

あ

鰔灘辨棚繍鵬隷繍謝矧臓洲》鯛隣
あ
ま
く
う
ら
み

漕
ぐ
ら
し
隔
幽
Ⅲ
回
聞
こ
ゆ
（
巻
十
五
・
一
二
六
六
四
）

⑥
…
榊
州
爪
Ⅱ
剛
は
ら
ら
に
浮
き
て
大
御
食
に
仕
へ
奉
る
と
を
ち
こ
ち

お
ほ
み
け
つ
か
ま
つ

に
凶
剤
『
川
（
伊
射
里
）
釣
り
け
り
…
（
巻
一
一
十
・
四
一
二
六
○
）

！
騒
け
る
（
巻
六
・
九
三
九
）

④
Ⅶ
剤
川
Ⅶ
可
劉
（
射
去
為
）
榊
岬
の
洞
閣
Ⅲ
帥
奴
乃
醐
切
洲
回
嚇
は
心
に

⑪乗
り
に
け
る
か
も
（
巻
十
二
・
三
一
七
四
）

む
こ

に
は
よ

「
梶
」
、
「
沖
」
な
ど
の
一
一
一
一
口
葉
が
詠
み
込
ま
れ
る
例
が
多
く
（
イ

ふ
シ
ワ
・
え

（
射
去
為
登
）
藤
江
の
浦
に
図
そ

あ
ま

（
伊
射
里
須
流
）
海
人
の

九
）

こ
こ
ま
で
用
例
、
類
歌
に
つ
い
て
検
討
し
、
問
題
の
歌
に
お
い
て
は
「
力

あ
ま

ヅ
キ
す
る
」
よ
り
も
「
ア
サ
リ
す
る
」
の
ほ
う
が
「
海
人
」
の
形
容
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
述
べ
た
。

し
か
し
、
原
文
表
記
「
入
潮
」
と
そ
の
訓
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
「
入
潮
」
の
表
記
は
、
問
題
の
歌
の
み
で
他
に
例

を
み
な
い
。
「
入
潮
為
」
は
正
訓
で
は
訓
め
ず
、
そ
の
語
義
に
合
わ
せ
て

漢
字
を
当
て
た
義
訓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
な
ぜ
「
ア
サ
リ
す
る
」

に
「
入
潮
為
」
の
表
記
を
当
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
入
潮
為
」
は
、
「
潮
二
入
ル
」
意
を
も
っ
て
訓
む
こ
と
に
は
違
い
な
い

が
、
そ
れ
は
「
水
に
潜
る
、
く
ぐ
り
入
る
」
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
「
潮
」
字
に
動
詞
「
濡
る
」
の
意
が
込
め
ら
れ
、
「
潮
に
入
っ
て
濡

れ
る
」
こ
と
を
暗
示
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
潮
」
字
は
問
題
の
歌
の
他
、
集
中
に
十
三
例
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち

の
十
二
例
は
「
海
水
の
干
満
、
潮
流
」
の
意
で
歌
わ
れ
、
「
シ
ホ
」
と
訓

む
が
、
次
に
示
し
た
例
の
み
「
ヌ
レ
ヌ
（
濡
れ
ぬ
こ
と
訓
み
、
小
網
を

さ
し
魚
を
と
ろ
う
と
し
て
、
海
水
で
袖
が
濡
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
歌
う
。

ザ
リ
の
用
例
十
例
中
七
例
）
、
イ
ザ
リ
と
歌
う
場
合
に
は
、
船
を
使
っ
た

沖
の
漁
を
表
現
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ア
サ
リ
は
先
の
用
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
磯
や
海
辺
と
い
っ
た

し
ば
は
や
み

岸
近
く
で
の
光
景
を
歌
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
初
句
に
「
塩
早
一
二
」
と
あ

い
そ
み

り
、
潮
の
流
れ
が
早
く
磯
廻
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
問
題
の
歌

で
は
イ
ザ
リ
で
は
な
く
、
ア
サ
リ
が
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
原
文
表
記
「
入
潮
」
の
訓
読
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し
ほ
は
や
み

問
題
の
歌
ｊ
、
「
塩
早
一
一
一
」
と
あ
り
、
潮
の
流
れ
に
乗
っ
て
打
ち
寄
せ
て

あ
ま

い
そ

来
る
海
産
物
を
採
ろ
う
と
、
濡
れ
な
が
ら
漁
を
す
る
海
人
の
姿
を
、
「
磯

み

廻
」
に
居
フ
Ｃ
自
ら
の
姿
（
旅
人
・
官
人
）
か
ら
想
起
し
、
「
入
潮
為
」
の

表
記
を
当
て
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

問
題
の
歌
の
よ
う
に
潮
の
流
れ
が
早
い
状
況
下
で
は
「
カ
ヅ
キ
す
る
」

や
、
舟
を
出
し
て
「
イ
ザ
リ
す
る
」
と
い
う
行
為
は
結
び
つ
か
な
い
。
ま

あ
ま

た
、
潮
に
「
濡
れ
た
」
姿
は
、
「
海
人
」
の
み
す
ぼ
ら
し
い
姿
し
」
「
旅
人
」

の
う
ら
ぶ
れ
た
姿
を
連
想
さ
せ
、
問
題
の
歌
の
歌
意
そ
し
て
「
ア
サ
リ
す

る
」
の
語
義
と
も
符
合
す
る
。

ぬ

ま
た
、
動
詞
「
濡
る
」
の
用
例
に
は
次
の
一
一
首
の
よ
う
に
洲
。
Ⅷ
嗣
加
劃
加

早
く
、
そ
の
し
ぶ
き
で
濡
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
歌
う
例
が
あ
る
。

問
題
の
第
三
句
「
入
潮
為
」
は
、
集
中
他
に
例
の
な
い
表
記
で
あ
る
。

・
機
瀧
川
川
川
獺
避
恐
紙
〃
鱒
の
椴
稠
利
司
鮎
か
釣
る
ら
む
（
巻
五
・

八
六
二

…
ｌ

・
廊
庫
川
の
赫
鵬
圃
週
別
と
赤
駒
の
あ
が
く
激
ち
に
濡
れ
に
け
る
か
も

（
巻
七
・
二
四
一
）

一
一
一
川
の
淵
瀬
も
落
ち
ず
小
紳
さ
す
に
姉
乱
闘
Ⅶ
刈
卿
（
衣
手
潮
）
称

み
つ
か
は

す
児
は
な
し
に
（
巻
九
・
一
七
一
七
）

お
わ
り
に

①
カ
ヅ
キ
は
警
愉
歌
の
中
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
手
に
入
れ
難
い

も
の
を
手
に
入
れ
よ
う
と
苦
心
す
る
行
為
と
し
て
詠
み
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
鉋
や
真
珠
と
い
っ
た
「
恋
し
い
人
」
や
「
片
恋
」
に
警
え
ら
れ
る

言
葉
と
共
に
詠
ま
れ
る
。
カ
ヅ
キ
は
、
潜
水
漁
で
採
ら
れ
る
鞄
や
真
珠

あ
ま

を
導
く
役
割
を
担
う
。
カ
ヅ
キ
に
も
漁
民
と
し
て
の
「
海
人
」
の
営
み

を
詠
ん
だ
例
は
一
例
あ
る
が
、
ア
サ
リ
を
含
む
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

あ
ま

「
海
人
」
の
卑
賎
さ
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

②
ア
サ
リ
を
含
む
歌
は
警
愉
歌
一
例
を
除
き
、
そ
の
他
の
四
例
は
旅
の
景

あ
ま

色
を
詠
ん
で
い
る
。
「
あ
さ
り
す
る
海
人
」
Ⅱ
「
卑
し
い
者
」
で
あ
る

あ
ま

う
ま
ひ
と

一
」
と
を
明
確
に
表
し
た
用
例
が
あ
り
、
ま
た
「
海
人
」
と
「
貴
人
」
を

あ
ま

対
比
さ
せ
、
身
分
の
違
い
が
顕
著
で
あ
る
。
ア
サ
リ
は
海
人
の
生
態
や

職
能
を
表
現
す
る
と
共
に
、
そ
の
卑
賎
さ
を
強
調
す
る
語
で
あ
る
と
言

あ
ま

え
る
。
問
題
の
歌
は
旅
の
景
色
を
詠
み
、
「
旅
人
」
が
「
海
人
」
と
見

ら
れ
る
こ
と
を
不
服
に
思
う
歌
で
あ
る
か
ら
、
歌
意
と
ア
サ
リ
の
語
義

が
合
致
す
る
。

③
類
歌
間
で
、
「
す
ず
き
釣
る
」
か
ら
「
い
ざ
り
す
る
」
へ
表
現
を
変
え

た
例
が
あ
り
、
こ
の
他
に
も
「
釣
り
」
と
「
い
ざ
り
」
が
対
応
す
る
例

が
集
中
の
長
歌
・
反
歌
に
み
ら
れ
る
。
イ
ザ
リ
と
ア
サ
リ
は
類
義
的
に

用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
か
ら
、
問
題
の
歌
も
、
類
歌
の
「
す
ず
き
釣
る
」
、

つ
り

「
釣
も
せ
な
く
に
」
と
い
う
表
現
か
ら
「
ア
サ
リ
す
る
」
へ
と
転
換
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
題
詞
と
本
文
と
の
間
で
「
釣
る
」
と
「
ァ

そ
の
為
、
原
文
表
記
の
面
か
ら
で
は
な
く
、
カ
ヅ
キ
と
ア
サ
リ
の
語
を
手

掛
か
り
に
、
用
例
の
文
脈
や
類
歌
間
に
お
け
る
表
現
の
変
化
を
中
心
に
考

察
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

2０
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｢入潮為」（万葉集一二三四番歌）の訓読について

以
上
の
点
か
ら
、
問
題
の
一
一
一
三
四
番
歌
・
第
三
句
「
入
潮
為
」
は
「
ア

サ
リ
す
る
」
と
訓
む
こ
と
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。
原
文
表
記
「
入

潮
為
」
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
箇
所
を
正
訓
で
訓
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
集
中
の
「
潮
」
字
の
用
例
か
ら
、
「
潮
」
字
に
は
動
詞
「
濡
る
」

の
意
が
暗
示
さ
れ
、
「
入
潮
為
」
は
「
潮
に
入
っ
て
濡
れ
る
」
こ
と
を
表

し
て
い
る
と
考
え
る
と
、
訓
「
ア
サ
リ
す
る
」
と
も
馴
染
む
。
問
題
の
歌

は
潮
の
早
い
こ
と
を
詠
ん
で
お
り
、
「
カ
ヅ
キ
す
る
（
水
に
潜
る
）
」
や
「
イ

ザ
リ
す
る
（
沖
の
漁
）
」
と
い
う
行
為
は
歌
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

潮
の
勢
い
に
乗
っ
て
、
水
際
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
て
く
る
魚
や
貝
を
と
ろ

あ
ま

あ
ま

う
と
浅
瀬
に
入
っ
て
い
く
海
人
の
姿
、
潮
に
濡
れ
て
汚
れ
た
「
海
人
」
の

姿
に
、
旅
に
疲
れ
た
自
ら
の
姿
（
旅
人
・
官
人
）
を
重
ね
合
わ
せ
、
「
ア

サ
リ
す
る
」
に
「
入
潮
為
」
の
表
記
を
当
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

近
年
の
注
釈
書
は
問
題
の
箇
所
に
つ
い
て
、
「
カ
ヅ
キ
す
る
」
と
訓
む

も
の
が
目
立
つ
が
、
「
ア
サ
リ
す
る
」
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

サ
リ
す
る
」
が
対
応
す
る
例
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
「
釣

り
」
と
「
カ
ヅ
キ
」
が
対
応
関
係
に
あ
る
例
は
一
例
も
な
い
。

（
あ
く
み
な
こ
・
修
士
課
程
二
年
）
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